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中小企業の人材確保における 

３つのミスマッチ 

 

 
 「中小企業白書 2017 年版」では、中小企業
の人材確保において、①採用手段のミスマッ
チ、②情報のミスマッチ、③情報伝達・獲得手
段のミスマッチが存在することを指摘していま
す。同白書では人材を事業活動の中枢を担う
「中核人材」と労働力を提供する「労働人材」
とに区分して考察を行っていますが、ここでは
「中核人材」に着目してみていきましょう。 
 
 まず、採用手段のミスマッチとは、中小企業
が有効と考える採用手段と、求職者が有効と
考える手段との間に存在するミスマッチを指し
ます。中核人材の採用にあたって中小企業は
「ハローワーク」や「親族・知人・友人の紹介」
を有効と考えていますが、求職者側について
は年齢層が低いほど「就職ポータルサイト」や
「企業のホームページ」を重視しています。 
 
 情報のミスマッチとは、中小企業が求職者に
対し重点的に伝えた自社の情報と、求職者が
重視した企業情報との間に存在するミスマッ
チを指します。例えば「沿革・経営理念・社風」
「技術力・サービス力・社会的意義」について
は中小企業側が重視するほどには求職者側
は重視しない傾向にあります。 
 
 情報伝達・獲得手段のミスマッチとは、中小
企業が求職者に対し情報を伝えた手段と、求
職者が知りたい情報を得るために有効だと考
える手段との間に存在するミスマッチです。中
小企業側が経営者や採用担当者による面談
によって情報を伝える一方で、若年層ほど「各
種の求人広告」「企業のホームページ」「説明
会・セミナー」といった直接的な選考の前段階
を重視する傾向にあります。 

 
 このように中小企業が人材確保を円滑に行うには
上記の３つのミスマッチを克服することが求められる
のです。 
 
 では中小企業が人材確保を円滑に行うためにはど
のような取組みが求められるのでしょうか。ここでは
「中小企業白書2017年版」でも先進事例として取り上
げられているクリーニング業者の株式会社喜久屋（本
社東京都足立区）の取組みについてみていきましょ
う。 
 
 同社の主戦力であるパートタイム従業員の平均勤
続年数は 10年と長く、高い定着率を誇っています。
その背景として、業務の平準化を図る生産体制の工
夫、育児や介護といった個々の事情を抱えるパートタ
イム従業員の働きやすさを実現する企業風土、従業
員の能力向上と継続勤務のモチベーションとなる職
能等級制度の存在があげられます。 
 
 生産体制の工夫としては、一人の従業員が複数の
業務や機械の操作を担当できるよう「多工程・多台持
ち」の仕組みを導入しており、従業員同士で互いの
業務を補い合い円滑に業務を進めることが可能とな
っています。また、パートタイム従業員を対象とした職
能等級制度の構築によって能力に応じた等級に基
づき賃金を支給するほか、店長への登用や正社員転
換等の制度も設けており、これらの制度を通じてパー
トタイム従業員の能力向上と継続勤務へのモチベー
ションアップを図っています。 
 
 上記のような従業員が安心して長く働き続けやすい
職場環境の情報は、インターネットや各種メディアに
取り上げられるとともに、同社も積極的に求人情報等
で情報発信しています。その結果、最近では募集人
数を大きく上回る応募があるなど、採用の状況も良好
です。 
 
 このように働きやすい職場環境づくりを推進しつつ、
情報発信を的確に行うことなどによって人材確保が
可能となるのです。 
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当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 
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